定例記者会見発言録


日　　時：令和５年10月31日（火）14時00分～
場　　所：伊達市役所東棟４階　401・402会議室
出　　席：市長、副市長、総務部長、未来政策部長、財務部長、産業部長、市民生活部長、健康福祉部長
報道機関：福島民報社、福島民友新聞社
発表項目：市長から下記の内容について、別紙資料により説明
資料１　オンラインによるスマホ相談コーナーを設置
資料２　あなたもまちの宣伝マン！５代目「伊達な宣伝部長」を募集
　資料３　令和５年度市政ふれあい懇談会を開催
　資料４　食の安全・安心講演会を開催
　資料５　第17回伊達市交通安全市民大会を開催
　資料６　令和５年度伊達市戦没者追悼式を開催
　資料７　路面電車復刻記念イベントを開催
　資料８　やながわふる里の秋まつりを開催
　資料９　道の駅伊達の郷りょうぜん「秋の味覚フェア」を開催

《質疑応答》----------------------------------------------------------------

オンラインによるスマホ相談コーナーを設置
　■　オンラインによる相談コーナーについて
　　記　　者　オンラインの相談コーナーに設置される機器は何台でしょうか。
また、使用方法については、相談者が好きな時間に来場して使用できる
ということで良いでしょうか。
　　市　　長　設置される機器は、各会場１台となります。
　　　　　　　相談者が多い場合は、少しお待ちをいただくようになりますが、会場に
は市の職員もおりますし、デジタル活用サポーターとして学んでいただい
た方もボランティアで来ていただけますので、そこで操作などの確認をし
ていただき、オンラインの専門スタッフに相談していただくような利用
になると考えています。
　　記　　者　専門のアドバイザーというのは、職員ではなく専門の業者の人なのでし
ょうか。
　　総務部長　デジタルのサポートを行っている専門の業者に業務委託しております
ので、相談の相手先はそちらの職員になります。
あなたもまちの宣伝マン！５代目「伊達な宣伝部長」を募集
■　伊達な宣伝部長の活動について
　　記　　者　応募資格として、「自らの活動の場を通して、市内外に幅広く伊達市の
魅力をＰＲすることができる人」とありますが、現在15名の方が宣伝部
[bookmark: _GoBack]長をされていて、例えばどのような人が、どういった活動をこれまで発信
してきたのかなど教えてください。
　　市　　長　プロの写真家の人が、県内・県外に仕事や会合で行った際や、ＳＮＳな
　　　　　　どで伊達市の写真を紹介しながら魅力をＰＲしていただいたり、バスガイ
ドさんが伊達市の名勝などを巡り、それをテレビなどで案内をしていただ
いたり、歴史の好きな人が、自分の学んだことを広報誌に掲載したりなど
の活動をしていただいています。
　■　伊達な宣伝部長の応募資格、定員について
　　記　　者　今の時代ですと、子供からお年寄りまでＳＮＳを通じて自由に発表がで
きる時代になっていますが、特別な職業でなくても伊達な宣伝部長に応募
できるという理解でよろしいですか。
　　市　　長　今まで、特に職業を持っていない人でも宣伝部長になっていただいてお
りますので、応募は可能です。
無理なく自分のできる範囲で発信をしていただければと思います。
　　記　　者　今回の募集に定員は設けていますか。
　　市　　長　定員は設けておりません。

路面電車復刻記念イベントを開催
■　掛田駅に設置される路面電車の活用方法について
記　　者　今回設置される路面電車については、新たな待合スペースとして利用するとのことですが、具体的には路線バスの待合スペースとして利用をするということでよろしいでしょうか。
市　　長　電車の中にシートもありますので、そちらで路線バスを待っていただけるような形で利用されると聞いております。
■　路面電車のお披露目について
記　　者　工事についてはこれからでしょうか。それとも完成したとことに伴う、お披露目ということでしょうか。
市　　長　他の場所で内装、外装の工事が行われ、復元がされてのお披露目となります。復元後の車両は、これから掛田駅に運ばれることとなっています。
　■　路面電車保存への協力について
記　　者　霊山子どもの村に保存されていた路面電車を、福島交通（株）が市から譲り受けたということですが、これ以外で市が路面電車の保存について協力してきたこと、今後していきたいということがあれば教えてください。
市　　長　今回、福島交通（株）からの申出をいただき、掛田駅で路面電車を活用いただくということになりましたが、市では保原のチンチン電車広場にある路面電車の保存、メンテナンスについて今後検討していきたいと思っています。


